


牧
沢
に
な
ぜ
太
子
堂
が
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
o

　

一
説
に
は
、
元
中
元
年

(
一
三
八

四
)
良
観
和
尚
が
太
子
像
を
供
奉
し
来
た

り
、
応
氷
元
年

(
一
三
九
四
)
四
月
二
十
五
日
に
太
子
堂
を
建
立
し
、
以
来
四

月
二
十
五
日
を
縁
日
に
し
た
と
伝
え

て
い
る
こ
と
で
あ
る

(
「猿
沢
寺
」
の
項
参

照
)
。

　
第
二
に
は
、
前
記
観
音
堂
の
項
に
述
べ
た
よ
う
に
天
野
家
系
譜
の
中
に

「春

日
大
明
神

・
正
観
世
音

・
正
徳
太
子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
天
野

土
佐
頭
が
鎌
倉
か
ら
供
奉
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(
「春
日

神
社
」

の
項
参
照
)。
第

一
の
説
を
採

る
場
合
は
伝
承
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
第
二
の
説
を
採
る
場
合
も
疑
問
が
残
る
。
そ
れ
は
供
奉
し
た
三
体

の
う
ち
春

日
明
神
と
観
音
像
は
猿
倉
村

(向
居
平
)
に
奉
祀

さ
れ
て
い
る
の
に
、
太
子
像

は
牧
沢
村

(居
平
)
の
地
に
奉
祀

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従

っ
て

太
子
堂
の
草
創
に
つ
い
て
本
尊
が
同

一
の
も
の
か
別
個
の
も
の
で
あ
る
か
判
然

せ
ず
解
明
の
余
地
が
あ
る
。
太
子
堂

が
焼
失
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

時
の
再
建
と
思
わ
れ
る
記
録
が
あ
る
。

　

「陸
奥
会
津
金
山
谷
之
内
牧
沢
村
願
主
善
衛
門

　

奉
造
立
大
師
堂
　
諸
願
成
就
般
栄
守
所

　
　

干
時
元
禄
六
癸
酉
四
月
大
吉
祥

日
　
大
工
沼
田
佐
藤
藤
八
郎
」

　

元
禄
六
年

(
一
六
九
三
)
に
諸
願
成
就
を
祈
念
し
て
建
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
『大
沼
郡
誌
』
に
は
、

　
　
「太
子
堂
　
東
川
村
大
字
牧
沢
居
平
に
在
り
、
元
禄
六
年
四
月
廿
五
日
の
建

　
立
な
り
、
会
式
四
月
二
十
五
日
、
境
内
地
二
十
坪
民
有
地
な
り
、
受
持
牧
沢

　
村
猿
沢
寺
な
り
L

と
記
さ
れ
て
お
り
、
右
の
記
録
と
符
合
す
る
。

　
現
存
の
本
尊
は
木
彫
立
像
、
御
丈
九
十
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
成
人
像
で
海
老

袖
が
直
線
で
あ
り
地
方
作
と
思
わ
れ
、
仏
師
年
代
不
明
で
あ
る
。

　
村
人
た
ち
は

「
疣
神
様
」

「
疣
と
り
の
太
子
」
と
し
て
尊
崇
し
て
き
た
。
時

経
て
堂
宇
の
荒
廃
甚
し
く
、
こ
の
太
子
像
も
観
音
像
同
様
昭
和
三
十
年
十
二
月

七
日
に
猿
沢
寺
に
奉
安
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
霊
験
あ
ら
た
か
に
し
て

「学
問
の

神
様
L
と
し
て
聞
こ
え
、
遠
く
高
田

・
新
鶴

・
永
井
野
方
面
か
ら
の
参
詣
者
が

あ
り
、
学
問
成
就
の
祈
願
所
と
な

っ
て
い
る
。

　
　
毘

沙

門

堂

(大
字
牧
沢

・
鳥
屋
)

　
　
　
　
本
尊
　
　
毘
沙
門
天

　
各
村
に
は
観
音
堂
や
地
蔵
堂
が
多
い
が
、
鳥
屋
に
は
西
山
地
区
に
な
い
毘
沙

門
堂
が
建
て
ら
れ
た
由
来
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
五
十
嵐
義
信
氏
の
祖
で

あ
る
五
十
嵐
越
中
常
信
は
横
田
山
ノ
内
俊
勝
に
仕
え
横
田
に
住
し
て
い
た
が
、

天
正
年
中
に
鳥
屋
に
来
住
し

一
村
の
長
屋
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
越
中
常

信
が
五
十
嵐
家
の
持
仏
と
し
て
奉
安
し
た
毘
沙
門
天
を
此
の
地
に
供
奉
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
当
時

の
作
で
あ
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。

　

本
尊
の
毘
沙
門
天
は
四
天
王
の

一
つ
で
別
名
を
多
門
天
と
も
い
う
。
四
天
王

と
は
仏
法
を
守
護
す
る
神
で
天
の
四
方
に
あ

っ
て
夫

々
を
守
護
す
る
。
東
方
は

持
国
天

・
南
方
は
増
長
天

・
西
方
は
広
目
天
で
北
方
を
守
護
す
る
の
が
多
聞
天



で
あ
る
。
四
天
王
の
う
ち
多
聞
天
は
特

に
優
位
に
あ
り
毘
沙
門
天
と
尊
称
さ
れ

る
。
北
方

の
守
護
神
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
平
安
時
代
頃
か
ら
東
北
地
方
に
は
多

数
安
置
さ
れ
た
。
悪
魔
を
退
散
さ
せ
る
神
で
あ
る
か
ら
尊
容
は
忿
怒

の
形
相
を

し
武
装
し
て
い
る
。
し
か
し
毘
沙
門

天
の
信
仰
は
守
護
と
い
う
意
味
だ
け
で
な

く
財
宝
神

・
財
福
を
も
た
ら
す
神
と
い
う
信
仰
も
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

　

『
大
沼
郡
誌
」
に
、

　

「
東
川
村
大
字
牧
沢
字
居
平
に
在
り
宝
暦
四
年
六
月
十
日
建
立
す
、
会
式
は

　
六
月
十
日
境
内
地
五
十
九
坪
民
有
地
な
り
受
持
牧
沢
村
猿
沢
寺
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
宝
暦
四
年
は

一
七
五
四
年
で
あ
る
。
当
堂
は
五
十
嵐
義
信

氏
宅
屋
敷
に
引
続
き
村
北
に
立

っ
て
い
る
。
本
尊
は
、
左
手
に
塔
、
右
手
に
宝

剣

・
甲
冑
を
ま
と
い
邪
鬼
の
上
に
立
ち
像
高
四
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
極
彩

色
で
あ
る
。
守
護
神
で
あ
る
か
財
宝
神
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
五
十
嵐
家

の
祖
が
武
将
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
守
護
神
と
し
て
祭

っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
推
考
さ
れ
る
。
現
在
の
信
仰
と
し
て
は
そ
の
両
方
で
あ
る
。
只
、
鎮
守

伊
夜
彦
神
社
が
村
の
東
方
に
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
村
の
北
方
を
守
る
た
め

に
こ
の

地
に
建
立
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
堂
宇
は
祭
壇
四
尺
に
二
間
、
外
陣

二
間
半
に
三
間
の
規
模
で
濡
縁
が
廻
さ
れ

重
厚
で
あ
る
。
改
築
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
記
録
な
く
不
明
で
あ
る
。
萱
葺
で
あ

っ
た
が
昭
和
四
十
四
年
に
ト
タ
ン
張

に
し
、
会
式
は
現
在
も
六
月
十
日
で
参
籠

す
る
。

　
山

の
神
や
観
音
信
仰
も
あ
り
、

一
月
十
七
日
観
音
講
を
催
す
の
は
他
と
共
通

し
て
い
る
。

　
　
阿

弥

陀

堂

(大
字
四
ツ
谷
字
下
宮
の
原
)

　
　
　
　
本
尊
　
　
阿
弥
陀
如
来

　
集
落
誌

「中
屋
敷
」

の
項
で
詳
述
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
中
屋
敷
は
遅
越

渡
村
の
端
村
で
あ

っ
た
。

　
延
宝
九
年

(天
和
元
年
)
『滝
谷
組
拾
五
ケ
村
高
反
別
古
記
』
に
、

　

「端
村
中
屋
敷
東
西
拾
八
間
南
北
五
十
七
間
」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
遅
越
渡
に
善
応
寺
が
建
立
さ
れ
た
の
は
慶
長
十
八
年

(
一
六
一
三

)
で
あ
り

中
屋
敷
は
善
応
寺
檀
家
で
あ

っ
た
。
善
応
寺
は
浄
土
宗
で
あ
る
か
ら
中
屋
敷
に

は
阿
弥
陀
堂
が
建
立
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
観
音
堂
や
地
蔵
堂
は
多
く
の

集
落
に
あ
る
が
こ
こ
に
は
阿
弥
陀
堂
し
か
な
く
、
東
川
筋
に
も
阿
弥
陀
堂
は
中

屋
敷
だ
け
で
あ
る
。
善
応
寺
の
参
詣
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
手
近
に
参
詣
す
る
場

所
と
し
て
小
堂
を
営
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
陣
二
尺
に
四
尺
、
外
陣
方
二
間

の
堂
宇
で
あ
る
。
『
大
沼
郡
誌
』
に
は
、

　

「東
川
村
大
字
四
ツ
谷
字
宮
原
に
在
り
宝
暦
七
年
四
月

の
建
立
な
り
境
内
二

　
十

一
坪
民
有
地
な
り
会
式
三
月
十
五
日
受
持
は
砂
子
原
神
照
寺
L

と
記
し
て
あ
る
。
内
陣
に
御
丈
二
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
全
高
三
十
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
阿
弥
陀
如
来
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
観
音
や
地
蔵
信
仰
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
御
脇
立
と
し
て
子
安
観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
が
勢
至

菩
薩
像
は
な
い
。
傍
ら
に
地
蔵
像
と
薬
師
如
来
像
が
あ
る
。
観
音
信
仰
も
深
く



三
月
十
六
日
お
籠
り
を
し
て
十
七
日
に
参
詣
す
る
。
阿
弥
陀
如
来
の
信
仰
行
事

と
し
て
は
三
月
十
八
日
に
お
籠
り
を
し
て
十
九
日
に
参
詣
し
御
詠
歌
を
す
る
の

が
習
わ
し
と
な

っ
て
い
る
。

　
境
内
に
如
意
輪
観
音

の
石
像
が
あ
る
。
像
高
六
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
全

高

一
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
万
延
元
年

(
一
八
六
〇
)
の
造
立
で
あ
る
。
如

意
輪
観
音
は

一
切
衆
生
の
願
望
を
満

た
し
苦
悩
を
救
済
す
る
観
音
で
あ
る
。

　
大
正
初
年
ま
で
直
径
八
寸
の
鰐
口
が
あ

っ
た
。
当
時
は
無
宿
人
が
往
来
し
、

堂
宇
を
仮
宿
と
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
行
方
知
れ
ず
に
な

っ
た
。
村
人
は

本
尊
の
受
難
を
お
そ
れ
観
音
像
共
に
小
島
源
次
氏
宅
に
後
小
島
兵
伍
氏
宅
に
遷

座
し
暫
く
年
月
を
経
た
が
、
如
来
の
お
告
げ
に
よ
り
昭
和
二
十
四
年
五
月
二
十

九
日
に
お
堂
に
奉
安
し
現
在
に
至

っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
地
　
　

蔵
　
　

堂
　

　
(沢
中
)

　
村
の
南
西
を
流
れ
る
渓
谷
の
近
く

に
栃
の
木
が
あ
り
、
そ
の
傍
ら
に
造
立
年

代
不
明
で
あ
る
が

一
体
の
石
地
蔵
が
安
置
さ
れ
、
村
人
に
親
し
ま
れ
て
い
た
。

大
正
二
年

の
洪
水
の
際
、
栃
の
木
が
倒
れ
石
地
蔵
も
流
さ
れ
た
が
拾
い
あ
げ
、

大
正
中
期

に
間
口
九
尺
、
奥
行
六
尺

の
堂
宇
を
建
立
し
安
置
し
た
。
昭
和
三
十

七
年
神
社
改
築
の
時
、
旧
神
社
の
材
料
を
用
い
九
尺
に
十
二
尺
の
堂
を
再
建
し

た
。
腫
物
が
治
る
と
い
う
信
仰
が
あ
り
近
村
か
ら
も
参
詣
が
あ
り
、
御
利
益
を

あ
り
が
た
く
感
じ
香
華
や
旗
を
供
え
て
い
る
o

　
　
観

音

堂

(高
森
)

　
昭
和
十
年
の
火
災
は
稀
有
の
大
火
で
瞬
時
に
し
て
集
落
を
包
み
全
戸
を
焼
尽

し
た
。
こ
の
時
観
音
堂
は
御
本
尊
も
ろ
共
に
類
焼
し
た
。
村
人
は
御
本
尊
を
避

難
す
る
暇
さ
え
な
か

っ
た
と
い
う
。
焼
失
し
た
堂
は
三
間
四
方
で
御
本
尊
は
木

造
の
子
安
観
音
で
あ

っ
た
。
村
人
は
こ
の
法
難
を
憂
い
、
浄
財
を
集
め
昭
和
十

二
年
字
居
平
の
地
に
方
三
間
の
堂
を
再
建
し
た
。
棟
梁
は
沢
中
村
の
菊
地
熊
喜

で
あ
る
。
御
本
尊
も
右
大
工
の
彫
刻
に
な
る
も
の
で

一木
坐
像

の
子
安
観
音
で
あ

る
。
御
文
三
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
全
高
六
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

高
森
分
校
校
舎
改
築
に
続
き

へ
き
地
集
会
所
建
設
の
時
、
校
地
拡
張
に
伴
な
い

字
中
島

の
現
在
地
に
移
転
し
た
。
講
は
結
ば
れ
て
い
な
い
が
、
全
戸
が
信
者
で

七
月
九
日

・
盆
の
十
六
日
に
は
お
籠
り
を
し
て
供
養
し
て
い
る
。

　
五
十
嵐
豊
氏
宅
は
観
音
と
の
結
縁
深
く
い
つ
時
代
か
ら
な
の
か
判
明
し
な
い

が
、
正
月
十
七
日
の
観
音
参
り
の
時
は
全
員
が
五
十
嵐
家

に
立
ち
寄
り
お
礼
参

り
を
し
て
い
る
。
か
つ
て
五
十
嵐
家
に
は
観
音
菩
薩

の
絵
像
が
奉
安
さ
れ
て
い

た
が
焼
失
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
堂
宇
に
は
、

一
木
造
立
像
御
文
三
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
全
高
五
十
七
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
薬
師
如
来
像
も
安
置
さ
れ
て
い
る
。
焼
失
前
の
堂
に
も
祭
ら

れ
て
い
た
の
で
再
建
後
も
同
様
に
祭

っ
た
も
の
で
右
大
工
が
彫
刻
し
た
。
薬
師

如
来
は
病
気
を
治
し
衆
生
の
苦
悩
を
除
き
給
う
如
来
で
あ
る
。
厨
子
に
書
か
れ

た

「
長
命
L
の
文
字
に
村
人
の
祈
り
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
観
音
に
は
子
が
授

り
成
長
す
る
こ
と
を
祈
り
、
薬
師
に
は
病
気
災
難
を
排
除
し
て
長
命
な
ら
ん
こ



と
を
祈
願
す
る
。
こ
れ
が
村
人
の
信
仰

で
あ
る
。

　
　
観
　
　
　音
　
　
　堂
　
　
(大
字
湯
八
木
沢
)

　
　
・　

本
尊
　
　
子
安
観
世
音

　
当
村
の
観
音
堂
は
湯
八
木
沢
橋
近
く
の
滝
谷
川
左
岸
段
丘
に
静
か
な
た
た
ず

ま
い
を
み
せ
て
い
る
。
『
大
沼
郡
誌
』

に
、

　

「中
ノ
川
村
大
字
湯
八
木
沢
に
在
り
本
尊
子
安
観
世
音
に
し
て
安
政
元
年
三

　
月
十
七
日
の
建
立
な
り
、
境
内
地

二
十
四
坪
民
有
地
な
り
会
式
三
月
十
七
日

　
受
持
は
牧
沢
村
猿
沢
寺
な
り
」

と
安
政
元
年

(
一
八
五
四
)
を
建
立
と
し
て
い
る
が
、
本
尊
に
文
化
十
年

(
一

八
一
三
)
の
銘
が
あ
る
か
ら
そ
れ
よ
り
四
十
年
前
と
な
ろ
う
。
堂
宇
は
奥
行
二

間
半
、
間
口
四
間
半
、
ほ
ぼ
中
央
に
間
仕
切
り
が
あ
り
通
常
の
堂
宇
と
違

っ
た

様
式
で

一
見
住
宅
風
に
み
え
る
。
こ
れ
は
昔
尼
寺
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
左

半
分
は
尼
の
住
居
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
る
。
約
三
十
坪
の
境
内
に
は
墓
石
と
思

わ
れ
る
碑
が
あ

っ
た
と
言
わ
れ
る
が

こ
れ
は
当
寺
先
亡
の
も
の
と

い
う
。
右
半

分
に
は
巾
三
尺
長
さ
二
間
の
祭
壇
が
あ
り
、
通
常

の
堂
に
は
み
ら
れ
な
い
二
本

の
丸
柱
と
欄
間
に
は
彫
刻
が
施
さ
れ
寺
の
様
式
を
備
え
て
い
る
。
中
央
に
木
彫

坐
像
、
御
文
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
全
高
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
本
尊

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　

「文
化
十
口
山
和
尚
開
眼
　
守
行
門
人
　
桧
原
住
人
　
鈴
木
隼
人
」

の
銘
が
あ
る
。
古
来
霊
験
あ
ら
た
か
な
観
音
と
し
て
信
仰
者
を
集
め
地
方
の
参

詣
が
多
い
。
安
政
七
年

(
一
八
六
〇
)
に
は
信
者
に
よ

っ
て
鰐
口
が
寄
進
さ
れ

た
。

　
現
在
の
鰐
口
は
鈴
木
鐵

一
氏
が
四
十
二
才
の
厄
払
い
に
奉
納
し
た
も
の
で
あ

る
o
明
治
十

一
年
三
月
に
は
法
被
打
敷
が
寄
進
さ
れ
た
。
当
時
の
世
話
人
は
飯

塚
徳
七

・
小
島
市
平

・
同
半
重
郎

・
飯
塚
政
吉
で
あ
る
。

　
明
治
五
年
学
制
が
布
か
れ
、
湯
八
木
沢
に
も
学
校
が
設
け
ら
れ
こ
の
堂
を
学

校
と
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
極
め
て
小
規
模
で
男
子
七
人
程
度
で
あ

っ
た
と

言
わ
れ
る
。

　
観
音
信
仰
は
篤
く
昭
和
四
十
九
年
に
は
堂
内
改
装
工
事
が
行
わ
れ
た
。
古
来

三
月
十
六
日
に
参
篭
、
十
七
日
を
会
式
と
し
て
き
た
が
、
現
在
は
毎
月
観
音
講

を
催
し
慈
悲
を
仰
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
第

三

節

　

円

蔵

寺

　

(虚
空
蔵
尊
)

　
　
虚

空

蔵

堂

,-
、

　
　
　
　

本
尊
　
　
福
満
虚
空
蔵
尊

　
　
　
　
　

脇
侍
　
　
賓
頭
盧
尊
者
像

(本
尊
と
同
木
)

　

日
本
三
虚
空
蔵
と
尊
敬
さ
れ
全
国
的
に
著
名
な
虚
空
蔵
尊
で
あ
る
。

い
ろ
い

ろ
な
伝
承
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
文
化
五
年
編

『新
編
会
津
風
土
記
』
と
、
天

保
五
年
の
円
蔵
寺
出
版

『福
満
虚
空
蔵
大
菩
薩
略
縁
起
』
に
よ

っ
て
記
し
て
お

く
o

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
虚
空
蔵
尊
は
真
言
宗
の
開
祖
弘
法
大
師
が
、
延
暦
二
十
三


